
千葉市落書き消去活動に対する支援に関する要綱

　（目的）

第1条 この要綱は、市民団体等が自主的に行う落書き消去活動に対し､予算の範囲内において
支援することに関し必要な事項を定めることにより、都市の美観を確保し、もって市民の
快適な生活環境の向上に資することを目的とする。

（定義）

第2条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定める
ところによる。

（1） 落書き　千葉市落書きの防止に関する条例（平成１６年千葉市条例第８号）第２条に規定
する落書きをいう。
（２）市民団体等　町内会、自治会その他の公共的団体又は特定非営利活動法人（特定非営利
活動促進法（平成１０年法律第７号）第２条第２項に規定する特定非営利活動法人をいう。）
及びこれらに類する団体であって、概ね５人以上で構成されるものをいう。

（支援の内容）

第3条 市は、次条に規定する活動を行った市民団体等に対し、当該活動に必要な次の各号に
掲げる資産及び役務の全部又は一部を提供するものとする。

（１）落書き消去活動に必要な塗料、はく離剤その他の資産

（２）落書き消去活動に従事する者に対する技術上の助言、指導その他の役務

２　一の支援において提供する前項の資産及び役務の内容については、別表に定めるとおりと
する。

３　市民団体等に対する役務の提供は、千葉市中央塗装協同組合 (以下「塗装組合」という。)を通じて行うものとする。
　（支援の対象となる活動等）

第4条 この要綱による支援を受けることができる活動は、市内に書かれた落書きを自主的に
消去する活動とし、次の各号に掲げる要件のすべてを満たすものとする。

（１）概ね一団の土地の区域内に書かれた落書きの全てを消去すること。

（２）同一日の概ね８時間以内で終了する程度の作業量及び参加者数であること。

（３）営利性、宗教性及び政治性を有さず、かつ、公の秩序及び善良な風俗に反しないこと。

（４）消去しようとする落書きがされている工作物等の管理権原を有する者が、当該落書きの
消去について承諾していること。

（５）作業責任者を定める等により、作業上及び健康上の安全が配慮されていること。

（６）次条の規定による支援の申請を行った日の属する年度内において行われること。

２　市長は、やむを得ない事由があると認めた場合に限り、前項第１号及び第２号に規定する
要件について斟酌することができる。
　（支援の申請）

第5条 この要綱による支援を申請しようとする市民団体等（以下「申請者」という。）は、
消去活動を予定する日の概ね１ヵ月前までに、落書き消去活動に対する支援申請書（様式
第１号）に必要な書類を添付して市長に提出するものとする。

　（支援の決定等）

第6条 市長は、前条の規定による申請があったときは、塗装組合に対し、落書き消去活動に

対する見積書（様式第２号）の提出を求めるものとする。ただし、当該申請が支援の要件に
該当しないと市長が認めた場合は、この限りでない。

２　塗装組合は、前項の規定により、落書き消去活動に対する見積書の提出を求められた場合は、
速やかに、申請者の立会いの下で落書きが書かれた場所を調査の上作成した落書き消去活動に

対する見積書を市長へ提出するものとする。

３　塗装組合は、前項の規定による調査により、消去活動の対象となる落書きに、法人が所有し、
又は管理する工作物等に書かれたものが含まれている場合には、その旨を速やかに市長に報告
するものとする。

４　市長は、前条の規定により提出された落書き消去活動に対する支援申請書及び第２項の
規定により徴収した落書き消去活動に対する見積書を審査の上、支援し、又は支援しない旨の
決定を行い、その旨を落書き消去活動に対する支援決定等通知書（様式第３号）により
申請者に通知するとともに、その写しを塗装組合に送付するものとする。

　（支援決定に付する条件）

第7条 市長は、前条第４項の規定による支援を決定する場合において、支援の目的を達成する
ため必要があると認めるときは、次の各号に掲げる事項について条件を付するものとする。

（１）消去活動の内容等を変更する場合においては、あらかじめ市長の承認を受けるべきこと。

（２）消去活動を中止し、又は実施しない場合においては、市長の承認を受けるべきこと。

（３）消去活動が予定の期間内に完了しない場合又は消去活動の実施が困難となった場合に
おいては、速やかに市長に報告してその指示を受けるべきこと。

（４）その他市長が必要と認める事項

（事情変更による決定の取消し等）

第8条 市長は、支援を決定した場合において、その後の事情変更により特別の必要が生じた
ときは、支援の決定の全部若しくは一部を取り消し、又はその決定の内容若しくはこれに
付した条件を変更することができる。

２　市長が前項の規定により支援の決定を取り消すことができる場合は、次の各号の一に該当
する場合とする。

（1） 天災地変その他支援の決定後に生じた事情の変更により消去活動の全部又は一部を継続
することが困難となった場合

（2） 消去活動を実施するため必要な土地その他の手段を使用することができないこと、消去
活動に要する資産又は役務のうち支援によってまかなわれる部分以外の部分を負担する
ことができないことその他の理由により消去活動を実施することができない場合（申請者の
責に帰すべき事情による場合を除く。）
（消去活動の実施）

第9条 支援の決定を受けた申請者（以下「支援団体」という。）は、法令の定め並びに支援の
決定の内容及びこれに付した条件に従い、善良な管理者の注意をもって消去活動を
行うこととし、かつ、支援に係る資産及び役務を他の用途へ使用しないものとする。

２　支援団体は、消去活動の実施に当たり、作業責任者を定める等により、作業上及び健康上の
安全を確保するものとする。
３　塗装組合は、その有する専門的な知識及び経験に基づき、支援団体の行う消去活動全般に
ついて、適切な技術上の助言、指導その他の役務の提供を行うこととする。

４　塗装組合は、役務を提供する際、支援団体及びその構成員に対して営業活動を行わないものとする。

（状況報告）

第１０条　支援団体及び塗装組合は、市長が必要があると認めるときは、消去活動の実施の
状況に関し、市長に報告するものとする。

（消去活動の実施等の指示）

第１１条　市長は、前条の規定による報告等により、消去活動が支援の決定の内容又はこれに
付した条件に従って実施されていないと認めるときは、支援団体に対し、これらに従って消去
活動を実施すべきことを指示するものとする。

（実績報告等）

第１２条　支援団体及び塗装組合は、消去活動が完了したときは、それぞれ落書き消去活動に

　対する実績報告書（様式第４号又は様式第５号）に必要な書類を添付して、市長に報告するものとする。

２　市長は、前項の規定による報告があったときは、消去活動の成果が支援の決定の内容及び
これに付した条件に適合するものであるかどうかを調査し、消去活動の成果が支援の決定の
内容及びこれに付した条件に適合しないと認めるときは、当該消去活動につき、これに適合
させるための措置をとるべきことを支援団体に指示することができる。

（補則）

第１３条　この要綱の施行について必要な事項は、市民局長が別に定める。

　　　附　則

　この要綱は、平成１６年４月１日から施行する。

　　　附　則

この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。
　　附　則

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。
　　　附　則
１　この要綱は、平成２６年６月１日から施行する。
２　この要綱の施行前にこの要綱による改正前の千葉市落書き消去活動に対する支援に関する要綱の規定により作成された様式で、現に存するものは、この要綱による改正後の千葉市落書き消去活動に対する支援に関する要綱の規定にかかわらず、なお当分の間、必要な箇所を修正して使用することができる。
　　　附　則

１　この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。

２　この要綱の施行の際現にこの要綱による改正前の様式により調製された用紙は、当分の間、必要な箇所を修正して使用することができる。

別表
　一の支援において提供する資産及び役務の内容

	区分
	種別
	数量の上限

	資　産
	ペンキ
	それぞれの支援ごとに別に定める量

	
	はく離剤
	

	
	刷毛又はローラー
	

	
	マスク
	

	
	ゴーグル
	

	
	その他市長が認める物品
	

	役　務
	事前調査における助言及び指導
	

	
	消去活動中の助言及び指導
	

	
	その他市長が認める役務
	


様式第１号

落書き消去活動に対する支援申請書

年　　月　　日
　（あて先）千葉市長
次のとおり落書き消去活動を行いますので、千葉市落書き消去活動に対する支援に関する要綱

第５条の規定により支援を申請します。なお、この申請書の記載内容については、塗料等を

提供し、又は技術上の支援を行う業者に対して市が開示することに同意します。

	団体名

代表者氏名

代表者住所
	（※）



	
	（※）法人の場合は、記名押印してください。

　　　法人以外でも、本人（代表者）が手書きしない場合は、記名押印してください。

	連絡先
	電話番号
	（携帯電話など平日、日中の連絡先）

　　　　　－　　　　　－

	
	電子メール

アドレス
	

	実施日時

（予定）
	年　　月　　日　　時　　分頃～　　時　　分頃（　　時間　　分）

	参加人数

（予定）
	人

	落書きの概要
	①落書きの箇所数：　　約　　　　　　　箇所

②落書きの総面積：　　約　　　　　　　㎡（およその値）

	支援要件

（一部）
	（１）営利性、宗教性及び政治性を有さず、かつ、公の秩序及び善良な風俗に反しないか。

（２）落書きがされている建物等の管理者等が、当該落書きを消去することについて承諾しているか。

（３）作業責任者を定めているか。

　　（定めている場合）責任者氏名　　　　　　　　　　　　
	はい・いいえ
はい・いいえ
はい・いいえ


＊落書きのある場所と大きさが分かる写真を添付すること。
＊持参のほか、郵送、ＦＡＸでも申請できます。
様式第２号

落書き消去活動に対する見積書

年　　月　　日
　（あて先）千葉市長
次のとおり、千葉市落書き消去活動に対する支援に関する要綱第６条第２項の規定により提出します。

	事業者名

所在地

代表者氏名
	（※）



	
	（※）本人（代表者）が手書きしない場合は、記名押印してください。

	担当者氏名

電話番号
	　　　　　　－　　　　　－

	申請団体


	(団体名)

(代表者氏名)
	参加人数
	　人（予定）

	当該消去活動に

要する時間
	年　　月　　日　　時　　分頃から概ね　　時間　　分

	当該消去活動に

従事する人数
	人（予定）

	当該消去活動で

消去する落書きの

実寸
	①落書きの箇所数：　　約　　　　　　　箇所

②落書きの総面積：　　約　　　　　　　㎡

	見 積 量
	(内訳)※別途添付も可。



	危険箇所・占用の必要性等
	


様式第３号
千　　第　　　号　
団体名

代表者住所

代表者氏名　　　　        　　様
落書き消去活動に対する支援決定等通知書

年　　月　　日付け千葉市落書き消去活動に対する支援に関する要綱第６条第４項

規定による申請については、〔　支援する　・　支援しない　〕ことと決定しましたので、通知

します。
年　　月　　日

千葉市長　　　　　　　　印
記

１　実施日時　　　　　年　　月　　日　　　時　　分頃～　　時　　分頃（　　時間　　分）
２　実施団体
３　実施場所

４　条　　件

（１）消去活動の内容等を変更する場合は、あらかじめ市長の承認を受けること。

（２）消去活動を中止し、又は廃止する場合においては、市長の承認を受けること。

（３）消去活動が予定の期間内に完了しない場合又は消去活動の実施が困難となった場合に
おいては、速やかに市長に報告してその指示を受けるべきこと。

（４）営利性、宗教性及び政治性を有さず、かつ、公の秩序及び善良な風俗に反しないこと。
（５）作業上及び健康上の安全を十分に確保すること。また、万が一、事故が発生した場合には
その旨を遅滞なく市に連絡すること。
（６）消去活動に当たっては、法令の定め及び上記条件に従い、善良な管理者の注意をもって
消去活動を行うとともに、支援に係る資産及び役務を他の用途へ使用しないこと。
様式第４号

落書き消去活動に対する実績報告書（支援団体用）

年　　月　　日
　（あて先）千葉市長
次のとおり落書き消去活動を行いましたので、千葉市落書き消去活動に対する支援に関する

要綱第１２条第１項の規定により報告します。

	団体名

代表者氏名

代表者住所
	（※）



	
	（※）法人の場合は、記名押印してください。

　　　法人以外でも、本人（代表者）が手書きしない場合は、記名押印してください。

	連絡先
	電話番号
	（携帯電話など平日、日中の連絡先）

　　　　　－　　　　　－

	
	電子メール

アドレス
	

	実施日時
	年　　月　　日　　時　　分頃～　　時　　分頃（　　時間　　分）

	参加人数
	人

	塗装組合の従事者数
	人

	活動概要
	

	その他の

報告事項
	


＊落書きを消去した場所が分かる写真を添付すること。
＊持参、郵送又はＦＡＸにて提出してください。
様式第５号
落書き消去活動に対する実績報告書（塗装組合用）

年　　月　　日
　（あて先）千葉市長
次のとおり落書き消去活動に対する役務を提供しましたので、千葉市落書き消去

活動に対する支援に関する要綱第１２条第１項の規定により報告します。

	事業者名
所在地

代表者氏名（※）
	（※）



	
	（※）本人（代表者）が手書きしない場合は、記名押印してください。

	担当者氏名
電話番号
	　　　　　－　　　　　－

	支援団体


	(団体名)
(代表者氏名)
	参加人数
	　人

	当該消去活動に
要した時間
	年　　月　　日　　　時　　分頃～　　時　　分頃（　　時間　　分）

	当該消去活動に
従事した人数
	人

	当該消去活動で
消去した落書きの

実寸
	①落書きの箇所数：　　約　　　　　　　箇所
②落書きの総面積：　　約　　　　　　　㎡

	その他報告事項
	


